
                              

ＫＯＢＥの本棚 
                                  

                           第 61号   平 成 21年 3月 20日 

                           編集・発行  神戸市立中央図書館 

                                         〒650-0017神戸市中央区楠町７-２-１(078)371-3351 

－神ふるさと文庫だより－ 

  

 

  

 

  

菊
水
と
神
戸 

神
戸
に
は

北
朝
時

も
、
北
区
の
山
田
町
や

い
っ
ぱ
い

   

菊
水
と
名
の
つ
く
事
物
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
湊
川
神
社
に
祀
ら
れ

て
い
る
楠
木
正
成
の
家
紋
が
菊
水
で
あ
る

こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。 

菊
水
紋
は
、
流
水
に
菊
花
を
あ
し
ら
っ

  

    

た
紋
で
、
中
国
の
菊
水
長
寿
伝
説
か
ら
生

ま
れ
ま
し
た
。
唐
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
藝

文
類
聚
』
に
よ
る
と
、
南
陽
酈
県
の
山
上

に
咲
く
菊
か
ら
露
が
し
た
た
り
落
ち
、
そ

の
露
の
混
ざ
っ
た
川
の
水
を
飲
む
村
人
は

長
寿
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

こ
の
伝
説
は
、
鎌
倉
時
代
・
南

    

代
の
日
本
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
て
、

『
古
今
著
聞
集
』
や
『
曽
我
物
語
』
に
も

記
載
が
あ
り
ま
す
。
流
水
と
菊
花
の
紋
様

も
、
こ
の
時
期
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
で
最
も
有
名
な
の
が
楠
木
氏
の
家

紋
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

現
代
の
神
戸
で

 

  

湊川神社と菊水紋 

、
菊
水
山
・
菊
水
町
な
ど
、

西
区
の
押
部
谷
町
で
、
菊
が
さ
か
ん
に
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
た
く
さ

ん
の
露
（
菊
水
）
が
し
た
た
り
落
ち
て
い

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

神
戸
の
街
に
は
「
菊
水
」
が

あ
り
ま
す
。
恩
恵
を
受
け
て
長
生
き
し
た

い
も
の
で
す
。
（
秋
を
へ
て 

蝶
も
な
め
る

や 

菊
の
露 

芭
蕉
） 



－新しく入った本－ 

西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
物
語 

大
海
一
雄

（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
は
、
三
つ
の

町
（
西
神
中
央
・
西
神
南
・
学
園
都

市
）
の
総
称
。
本
書
が
出
版
さ
れ
る
ま

で
は
、
ま
と
ま
っ
た
資
料
が
ほ
と
ん
ど

無
か
っ
た
。
神
戸
市
へ
の
編
入
前
、
こ

の
一
帯
は
明
石
郡
だ
っ
た
が
、
こ
の
地

域
の
村
史
も
作
成
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

だ
。 二

百
万
年
前
の
ア
ケ
ボ
ノ
ゾ
ウ
の
化

石
が
見
つ
か
り
、
か
つ
て
播
磨
の
国
で

あ
っ
た
こ
の
地
域
に
、
い
つ
ど
の
よ
う

に
し
て
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
構
想
さ
れ
、

成
立
し
て
い
っ
た
の
か
、
詳
細
な
歴
史

が
記
さ
れ
て
い
る
。 

「
住
み
、
働
き
、
学
び
、
憩
う
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
た
、
全
国
初

の
職
住
近
接
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
特
徴
や

町
名
の
由
来
な
ど
、
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
知
る
教
科
書
と
し
て
最
適
で
あ
る
。 

         

画
集
『
神
戸
百
景
』
｜
川
西
英
が
愛
し
た

風
景 

川
西
英 

シ
ー
ズ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
、
シ
ー
ス
ペ
ー
ス
編(

シ
ー
ズ
・
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ) 

神
戸
市
兵
庫
区
に
生
ま
れ
育
っ
た
木

版
画
家
・
川
西
英
。
死
後
四
十
三
年
を

経
た
昨
年
、
画
集
『
神
戸
百
景
』
（
一

九
六
二
年
刊
）
が
復
刻
さ
れ
た
。 

神
戸
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
人
に
、

作
品
一
景
ご
と
に
随
想
を
書
い
て
も
ら

う
と
い
う
稀
有
の
体
裁
は
再
現
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
二
十
二
セ
ン
チ
四
方
と
い

う
コ
ン
パ
ク
ト
さ
は
フ
ァ
ン
な
ら
ず
と

も
魅
力
的
で
あ
る
。
巻
末
収
録
の
、
ご

子
息
川
西
祐
三
郎
氏
ほ
か
関
係
者
の
寄

稿
も
興
味
深
い
。 

 

お
い
し
い
水 

原
田
マ
ハ
（
岩
波
書
店
） 

 
 

舞
台
は
神
戸
。
一
九
八
〇
年
代
初
め

頃
だ
ろ
う
か
。
元
町
の
雑
貨
店
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
い
る
十
九
歳
の
主
人
公

は
、
近
く
の
喫
茶
店
で
い
つ
も
見
か
け

る
美
し
い
青
年
に
恋
を
す
る
。
あ
ふ
れ

て
く
る
涙
を
抑
え
ら
れ
な
い
若
さ
と
、

八
〇
年
代
の
輝
く
よ
う
な
神
戸
が
と
け

合
い
魅
力
を
放
つ
。
「
格
別
お
い
し
い

コ
ー
ヒ
ー
」
の
店
が
何
度
も
登
場
す
る

の
で
甘
い
香
り
が
漂
っ
て
く
る
よ
う
だ
。

ち
な
み
に
、
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
分
の
時
間

で
読
め
る
く
ら
い
短
い
作
品
で
あ
る
。 

須
磨
離
宮
物
語
｜
千
年
の
時
空
を
超
え
て 

（
神
戸
市
立
須
磨
離
宮
公
園
） 

須
磨
離
宮
公
園
の
場
所
に
は
、
か
つ

て
皇
室
の
別
荘
「
武
庫
離
宮
」
が
あ
っ

た
。
そ
れ
が
戦
後
神
戸
市
に
下
賜
さ
れ

て
、
公
園
と
し
て
昭
和
四
十
二
年
に
開

園
さ
れ
た
。 

園
内
に
は
潮
見
台
・
月
見
台
と
い
う

絶
景
の
地
が
あ
る
。
須
磨
の
月
は
源
氏

物
語
に
も
記
さ
れ
、
後
世
に
も
月
の
名

所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。 

園
内
の
各
所
に
多
く
の
句
碑
が
あ
る

ほ
か
、
灯
篭
や
巧
み
な
石
垣
・
配
石
が

あ
り
、
造
形
美
が
目
を
引
き
付
け
る
。 

ま
た
梅
・
薔
薇
・
菖
蒲
・
紅
葉
が
移

り
変
っ
て
盛
り
と
な
り
、
四
季
異
な
っ

た
彩
り
が
楽
し
め
る
。
敷
地
東
側
の
植

物
園
に
は
鑑
賞
温
室
も
あ
る
。 

須
磨
離
宮
公
園
の
魅
力
あ
る
自
然
や

歴
史
・
文
化
を
多
彩
な
写
真
で
美
し
く

紹
介
し
て
い
る
。 

         

神
戸
モ
ダ
ニ
ズ
ム
探
訪
｜

近
代
化
遺
産 

神
戸
市
教
育
委
員
会
編
（
神
戸
市
体
育
協

会
） 

神
戸
港
が
開
港
し
た
の
は
、
一
八
六

八
（
慶
応
三
）
年
の
こ
と
。
以
後
、
神

戸
は
、
港
を
窓
口
と
し
て
、
外
国
文
化

を
取
り
入
れ
な
が
ら
モ
ダ
ン
で
エ
キ
ゾ

チ
ッ
ク
な
近
代
都
市
へ
と
変
わ
っ
て
ゆ

く
。
そ
の
発
展
の
証
を
、
神
戸
が
描
か

れ
た
風
景
画
や
旧
外
国
人
居
留
地
の
建

物
、
外
国
人
墓
地
を
通
し
て
紹
介
す
る
。 

残
さ
れ
た
遺
産
は
、
保
存
だ
け
で
な

く
、
活
用
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
い
う
。

こ
の
冊
子
を
手
に
神
戸
の
近
代
化
遺
産

を
訪
ね
て
み
る
の
も
楽
し
い
。 

 

ラ
ン
×
ラ
ン
神
戸 

神
戸
新
聞
総
合
出
版

セ
ン
タ
ー
編
集
・
発
行 

神
戸
の
ラ
ン
ナ
ー
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
初

心
者
に
、
市
内
ラ
ン
の
す
べ
て
を
紹
介

し
た
本
書
。
神
戸
で
開
催
さ
れ
る
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
や
お
勧
め
コ
ー
ス
を
は

じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
や
ク
ラ
ブ
、

ひ
い
て
は
走
り
方
の
い
ろ
は
ま
で
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
だ
。 

「
達
成
感
」
「
健
康
維
持
」
と
い
っ

た
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
魅
力
に
つ
い
て
語

る
ラ
ン
ナ
ー
達
の
笑
顔
を
見
て
い
る
と
、

春
の
気
配
に
も
誘
わ
れ
、
走
っ
て
み
た

く
な
る
。 



－新しく入った本－ 

静
か
に
迫
り
来
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
｜
神
戸
か
ら
の

報
告 
エ
イ
ズ
予
防
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
神

戸
編
（
エ
ピ
ッ
ク
） 

 
 

エ
イ
ズ
予
防
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
神
戸

は
、
二
〇
〇
五
年
、
エ
イ
ズ
国
際
会
議

の
神
戸
開
催
を
契
機
に
設
立
さ
れ
、
事

務
局
は
神
戸
市
保
健
所
内
に
あ
る
。
市

民
、
事
業
者
、
医
療
・
教
育
関
係
者
と

行
政
が
連
携
を
と
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
へ
の
支
援
・
助
成
を
行
っ
て
き
た
。

本
書
に
は
、
そ
の
活
動
状
況
や
世
界
の

エ
イ
ズ
対
応
の
変
遷
が
書
か
れ
て
い
る
。 

 
 

神
戸
市
で
は
、
近
年
は
年
間
二
十
数

人
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
の
新
規
報
告
が
あ

り
、
全
国
と
同
様
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。

「
エ
イ
ズ
は
本
当
に
防
ぎ
に
く
い
病
気

で
す
」
。
こ
の
言
葉
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
保

健
所
と
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
呼

び
か
け
で
あ
る
。
予
防
啓
発
だ
け
で
な

く
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
支
援
と
感
染
リ
ス

ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
の
人
権

重
視
が
、
感
染
拡
大
防
止
に
つ
な
が
る

こ
と
を
本
書
は
述
べ
て
い
る
。 

      

 

星
の
降
る
町
｜
六
甲
山
の
奇
跡 

明
川
哲

也
（
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
） 

 

万
引
き
を
し
た
僕
と
追
っ
て
来
た
老

菓
子
職
人
の
サ
ジ
は
、
六
甲
山
麓
の
廃

墟
の
給
水
塔
の
上
に
取
り
残
さ
れ
て
し

ま
う
。
流
星
の
夜
、
「
人
は
何
か
一
つ

を
得
、
代
わ
り
に
何
か
一
つ
を
失
う
」

と
語
る
サ
ジ
。
そ
れ
ら
の
話
に
耳
を
傾

け
る
僕
。
そ
う
し
て
…
。 

自
分
の
居
場
所
を
模
索
す
る
少
年
と

戦
争
や
多
く
の
裏
切
り
に
絶
望
し
た
老

人
が
、
生
き
る
希
望
を
見
つ
け
る
一
夜

の
物
語
。
二
人
の
気
持
ち
の
変
化
に
、

心
が
温
ま
る
。 

 

建
築
家
安
藤
忠
雄 

安
藤
忠
雄
（
新
潮

社
） 

安
藤
忠
雄
と
い
え
ば
、
世
界
的
に
知

ら
れ
た
建
築
家
の
一
人
で
あ
り
、
こ
の

本
は
彼
の
初
の
自
伝
で
あ
る
。 

安
藤
忠
雄
と
神
戸
と
の
関
り
は
深
く
、

代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
「
六
甲
の
集
合

住
宅
」
や
北
野
の
商
業
ビ
ル
建
設
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
か
ら
は
、
建
築
や
空
間
に
対

す
る
こ
だ
わ
り
が
読
み
取
れ
る
。 

独
学
で
建
築
家
に
な
っ
た
彼
は
大
変

な
苦
労
を
し
た
が
、
妥
協
を
許
さ
な
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
は
胸
の
す
く
思
い

さ
え
す
る
。
建
築
に
興
味
の
な
い
方
に

も
ぜ
ひ
一
読
を
お
す
す
め
し
た
い
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

私
た
ち
、
「
何
じ
ん
」
で
す
か
？
｜
「
中

国
残
留
孤
児
」
た
ち
は
い
ま
… 

樋
口
岳

大
、
宗
景
正
（
高
文
研
） 

原
付
バ
イ
ク
・
ス
ケ
ッ
チ
の
旅
｜
還
暦
か

ら
の
楽
し
み 

日
本
全
国
２
万
キ
ロ
紀
行 

石
井
義
啓
（
友
月
書
房
） 

                      

洋
菓
子
の
経
営
学
｜

「
神
戸
ス
ウ
ィ
ー

ツ
」
に
学
ぶ
地
場
産
業
育
成
の
戦
略 

森

元
伸
枝
（
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
） 

自
分
道
｜
自
分
を
つ
ら
ぬ
き
歴
史
を
作
っ

た
女
た
ち 

玉
岡
か
お
る
（
角
川
Ｓ
Ｓ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
） 

阪
神
大
震
災･

聴
覚
障
害
を
持
つ
主
婦
の
体

験 

紫
陽
花
ま
き
（
文
芸
社
） 

               

図書館 

宇治川 

書庫探訪 その⑰ 

『ペデスツリヤン』 

『ペデスツリヤン』は、大正2年(1913)10月に創刊された「神戸徒歩

会」(Kobe Walking Society)の機関誌です。 

明治43年(1910)創立の登山団体「神戸草鞋会」から改称された「神

戸徒歩会」は、登山活動をはじめ、登山道の新設や改修、登山地図の

発行なども行っていました。『ペデスツリヤン』の発行を一時休止

し、その費用を登山道の整備費にあてたこともあったそうです。会員

には外国人も含まれ、機関誌には英文ページもありました。図書館の

所蔵は、大正2年(1913)の第2号から昭和12年(1937) 

の204号までですが、残念ながら欠けている号が多い 

状態です。 

昭和10年(1935) 

には「25周年記念 

号」が発行され、 

それまでの活動記 

録がまとめられて 

います。 

 

昭和4年(1929) 

会員に配布された地図

                                神戸市                                   
                                            

         

神戸タワー 



ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
61 

 
谷
崎
潤
一
郎 

梅
の
谷
の
家 

 

岡
本
の
里
は
住
み
よ
し
あ
し
や
潟 

海
を
見
つ
つ
も
年
を
経
に
け
り 

 

昭
和
三
年
、
四
十
二
歳
の
谷
崎
潤
一
郎

は
梅
の
谷
（
現
東
灘
区
岡
本
）
に
転
居
し
、

敷
地
内
に
自
ら
設
計
し
た
一
棟
を
新
築
し

ま
し
た
。
辺
り
に
は
梅
の
木
が
多
く
、
海

が
望
め
る
高
台
で
し
た
。
「
私
は
以
前
か

ら
移
転
好
き
で
（
中
略
）
一
つ
土
地
に
ま

る
二
年
と
居
た
こ
と
は
な
い
の
に
、
そ
れ

が
岡
本
で
は
す
っ
か
り
癖
が
止
ん
で
し

ま
っ
た
。
（
中
略
）
も
う
永
久
に
帰
る
気

は
な
い
」
（
『
岡
本
に
て
』
・
冒
頭
の
歌

も
）
と
書
き
、
こ
の
地
域
へ
の
愛
着
を
示

し
て
い
ま
す
。 

 

東
京
生
ま
れ
の
谷
崎
が
関
西
へ
移
っ
て

き
た
の
は
、
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災

が
き
っ
か
け
で
し
た
。
以
降
、
京
都
や
大

阪
に
も
住
み
ま
し
た
が
、
阪
神
間
の
穏
や

か
な
気
候
を
好
み
、
本
山
や
魚
崎
周
辺
を

中
心
に
転
々
と
居
を
移
し
ま
す
。
梅
の
谷

の
家
は
阪
神
間
で
は
五
軒
目
に
当
た
り
、

昭
和
六
年
ま
で
こ
こ
で
暮
ら
し
ま
し
た
。 

旧梅の谷の家 西側 

谷
崎
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
こ
の
家
は
、

和
風
と
洋
風
、
中
国
風
の
折
衷
と
い
う
、

個
性
的
な
つ
く
り
で
し
た
。
東
京
で
の
馴

染
み
の
中
華
料
理
店
・
偕
楽
園
か
ら
出
入

り
の
大
工
を
呼
び
寄
せ
て
建
て
、
室
内
に

は
中
国
旅
行
で
買
い
求
め
た
調
度
品
を
備

え
付
け
ま
し
た
。
中
国
風
の
細
か
な
桟
の

は
ま
っ
た
硝
子
扉
が
印
象
的
な
建
物
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
庭
に
は
十
株
ほ

ど
の
梅
の
木
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
『
蓼

食
う
虫
』
の
関
西
方
言
を
手
伝
っ
た
高
木

（
旧
姓
江
田
）
治
江
は
、
か
つ
て
こ
の
家

が
農
家
の
も
の
だ
っ
た
頃
の
ま
ま
残
さ
れ

た
木
だ
と
回
想
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
家

で
暮
ら
し

た
時
期
、

谷
崎
に
は

様
々
な
転

機
が
訪
れ

ま
し
た
。 

私
生
活

上
で
は
、

約
十
五
年

連
れ
添
っ
た
千
代
夫
人
と
離
婚
し
ま
す
。

か
つ
て
谷
崎
は
こ
の
夫
人
と
の
結
婚
を
後

悔
し
、
彼
女
に
思
い
を
寄
せ
る
佐
藤
春
夫

に
譲
ろ
う
と
し
た
も
の
の
、
実
現
間
際
に

気
を
翻
し
た
た
め
、
佐
藤
と
は
長
ら
く
絶

交
状
態
に
あ
り
ま
し
た
（
小
田
原
事
件
）
。

そ
の
後
佐
藤
と
和
解
が
成
立
し
、
事
件
か

ら
十
年
を
経
た
昭
和
五
年
、
佐
藤
と
千
代

と
の
三
者
連
名
で
知
人
や
関
係
者
に
宛
て
、

次
の
よ
う
に
通
知
し
ま
し
た
。
「
我
等
三

人
此
度
合
議
を
以
て
千
代
は
潤
一
郎
と
離

別
致
し
春
夫
と
結
婚
致
す
事
と
相
成
…
」
。

こ
の
件
は
新
聞
記
事
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

な
ど
社
会
的
反
響
は
大
き
く
、
谷
崎
の
身

辺
を
騒
が
せ
ま
す
。 

 

昭
和
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
書
か
れ

た
『
蓼
食
う
虫
』
の
作
品
世
界
は
、
彼
ら

が
現
実
に
置
か
れ
た
状
況
を
連
想
さ
せ
ま

す
。
主
人
公
・
要
の
妻
で
あ
る
美
佐
子
に

は
阿
曽
と
い
う
恋
人
が
い
ま
す
（
千
代
に

も
佐
藤
と
は
別
に
恋
人
が
い
ま
し
た
）
。

要
に
は
美
佐
子
へ
の
夫
と
し
て
の
愛
情
は

な
く
、
二
人
の
関
係
を
容
認
し
て
い
ま
す
。

夫
婦
は
離
婚
を
決
断
し
、
息
子
を
含
め
た

家
族
に
と
っ
て
の
最
善
の
時
機
を
見
計

ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
家
が
住
む

の
は
豊
中
で
す
が
、
自
宅
の
様
子
は
岡
本

の
家
を
模
し
た
も
の
で
、
現
実
同
様
、
以

前
農
家
の
庭
だ
っ
た
時
か
ら
あ
っ
た
と
い

う
梅
や
、
豊
中
か
ら
は
遠
く
に
あ
る
は
ず

の
海
の
方
角
を
意
識
し
て
空
を
見
上
げ
る

登
場
人
物
の
姿
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

『
蓼
食
う
虫
』
は
、
谷
崎
の
作
品
中
で
、

「
古
典
回
帰
の
時
代
」
へ
の
転
換
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
も
の
が
現

代
的
で
西
欧
的
と
さ
れ
る
一
方
、
以
降
の

作
品
で
は
、
関
西
で
谷
崎
が
触
れ
た
上
方

の
伝
統
文
化
や
風
習
へ
の
傾
倒
が
色
濃
く

表
れ
始
め
ま
す
。 

谷
崎
は
本
来
、
関
西
、
と
り
わ
け
大
阪

に
厳
し
い
目
を
向
け
て
い
ま
し
た
。
大
正

十
四
年
の
『
阪
神
見
聞
録
』
で
大
阪
の
人

間
を
酷
評
し
、
「
あ
ま
り
上
等
で
は
な

い
」
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
七

年
の
『
私
の
見
た
大
阪
及
び
大
阪
人
』
で

は
、
批
判
一
方
で
は
な
く
上
方
の
よ
さ
に

も
触
れ
て
お
り
、
そ
の
魅
力
に
徐
々
に
引

き
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
様
が
窺
え
ま
す
。 

こ
の
変
化
に
は
、
後
に
夫
人
と
な
る
根

津
松
子
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

千
代
夫
人
と
離
婚
し
た
翌
年
、
谷
崎
は

古
川
丁
未
子
と
結
婚
し
ま
す
が
、
心
内
に

は
昭
和
二
年
に
知
り
合
っ
た
松
子
の
姿
を

既
に
長
く
秘
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
岡
本

の
家
に
松
子
を
招
き
、
舞
の
会
や
、
梅
見

の
会
な
ど
を
催
し
た
そ
う
で
す
。 

 

そ
の
後
、
丁
未
子
と
別
れ
た
谷
崎
が
、

松
子
と
と
も
に
倚
松
庵
に
暮
ら
し
、
上
方

の
雅
や
か
な
情
緒
に
彩
ら
れ
た
『
細
雪
』

を
執
筆
す
る
に
至
る
、
約
十
年
前
の
話
で

す
。 
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